
　

今

年

度
、

「

チ
ー

ム

岩

田

大

作

戦
」

を

キ
ャ

ッ

チ

フ

レ
ー
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と
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、

さ

ま

ざ

ま

な

取

り

組
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を

実

施

し

ま

し

た
。

　

大

作

戦

そ

の

一
「

爽

や

か

な

あ

い

さ

つ

が

飛

び

交

う

学

校
」

の

取

り

組
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で

は
、

挨

拶

の

大

切
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を
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で
、

爽

や
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な

挨
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で

き

る

よ
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な
っ
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ま
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。

三

学

期

は
、

執

行

部

の

企

画

で
、

挨

拶

キ
ャ

ン

ペ
ー

ン

が

行

わ
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い

ま
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「

目

を

見

て
、

相

手

に

伝

わ

る

挨

拶

を

し

よ

う
」

と

呼

び

か

け
、

子

ど

も

た

ち

は
「

心

の

こ

も
っ

た

挨

拶
」

を

意

識

す

る

よ

う

に

な
っ

て

い

ま

す
。

　

大

作

戦

そ
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二
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地
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・
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、
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四

年
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は
「

多

文
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共

生
」
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り
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の
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「

誰
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岩
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小
」

を

目
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て
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外

国
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の

子

の

困
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感
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、
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国

語

表
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カ
ー

ド
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。

そ

し

て
、

そ

の

取

り

組
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を

紹

介

す

る

動

画

を

作

成

し
、

全

校

児

童

だ

け
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は

な

く
、

保

護

者
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地

域

の

方

に

も

見

て

い

た

だ

き

ま

し

た
。

 

岩

田

小

学

校

で

は
、

国

籍

に

関

係

な

く

み

ん

な

仲

よ

く
、

元

気

に

活

動

し

て

い

ま

す

が
、

そ

れ

は
「

当

た

り

前

だ

け

ど
、

当

た

り

前

に

す

る

た

め

に

は
、

工

夫

や

相

手

を

思

い

や

る

気

持

ち

が

必

要

だ
」

と

気

づ

く

学

び

と

な

り

ま

し

た
。

　

来

年

度

も
、

外

国

籍

児

童
、

保

護

者

も

一

緒

に

「

チ
ー

ム

岩

田
」

の

取

り

組

み

を

積

極

的

に

行
っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す
。

今

後

も
、

本

校

の

教

育

活

動

に
、

ご

理

解

と

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う
、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す
。
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岩田小学校新聞

「
チ
ー
ム
岩
田
大
作
戦
」
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

校

長

小
野
田

朋
恵

１ 年 昔遊び

～ １年間の思い出～

２ 年 公園探検 ３ 年 校区探検（市電）

４ 年 わくわく体験活動 ５ 年 野外教育活動 ６ 年 修学旅行

【タガログ語】

Sa taon na ito, nagsagawa kami ng iba’t 
ibang mga hakbangin mula sa 
catchphrase na “Team Iwata 
Operation”.
Upang gawing “komportableng lugar 
ang paaralan sa lahat”, ang mga Grade 
4 ay nakaisip ng mga paraan upang 
matiyak na walang problema/hindi 
nahihirapan ang mga dayuhang bata.
Gumawa sila ng mga bagay tulad ng 
School map at Rules Chart para sa 
school lunch na naka-Portuguese at 
Tagalog.
Gumawa sila ng video kung paano 
magkakasundo ang lahat at ipinakita 
ito sa ibang mga tao at lokal na mga 
tao.
Patuloy tayong magtulungan bilang 
“Team Iwata”.

【ポルトガル語】

Neste ano letivo, realizamos uma 
variedade de atividades sob o 
slogan "Team Iwata Daisakusen".
Os alunos da 4ª série criaram 
maneiras de tornar a escola 
"confortável para todos" para que 
as crianças estrangeiras não 
tivessem muitos problemas.
Fizemos um "mapa escolar" e uma 
"tabela de regras da merenda 
escolar" em português e tagalog.
Fizemos um vídeo para que todos 
se dessem bem e as crianças e 
moradores locais assistiram o 
referido video.
Continuaremos nos empenhando 
nas atividades do "Team Iwata".



①

　児　　童：　あいさつをしっかりしていますか。

　保護者：　お子さんは、あいさつがしっかりできますか。

②

　児　　童：  学校に楽しく通っていますか。

　保護者：  お子さんは、学校に楽しく通っていますか。

③

　児　　童：　安全に気をつけて登下校していますか。

　保護者：　お子さんは、安全に気をつけて外出していますか。

④

　児　　童：  授業がわかりますか。

　保護者：  お子さんは、授業の内容を理解していますか。

⑤

　児　　童： コンピュータやタブレットを正しく使い、調べるなどの学習ができますか。

　保護者： お子さんは、タブレットを正しく使い、調べるなどの学習をしていますか。

⑥

　児　　童： 先生や家族は、あなたのことを認めてくれますか。

　保護者： 家庭では、お子さんのよいところを褒めていますか。

⑦

　児　　童： 友達と仲よくしていますか。

　保護者： お子さんは、友達と仲よくしていますか。

⑧

　児　　童： 外ですすんで遊んだり、運動したりしていますか。

　保護者： お子さんは、外で遊んだり、運動したりしていますか。

　本年度も「学校生活アンケート」を行い、岩田小学校の教育活動を振り返りました。

保護者の皆様には、学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

このアンケートの結果を踏まえ、全職員で自己評価をして、学校改善に向けて校内検討をすすめています。

【結果より】

①「あいさつ」の項目について、今年も肯定的な回答（１そう思う２どちらかというとそう思う）が児童、保護者共に80％を上回りました。児

　童が88％→87％、保護者が82％→86％となり、保護者の肯定的な回答が増えました。「爽やかな挨拶が飛び交う学校」を目ざし、「チーム岩

　田大作戦」「えがおであいさつ　チーム岩田」のキャッチフレーズのもと、校内でも元気にあいさつする児童が増えていると感じます。今後

　も、あいさつすることのよさを感じられる活動をしたり、あいさつする児童を価値づけたり、健全育成会のあいさつ運動を活用したりするな

　どして、気持ちよくあいさつができる児童がさらに増えていくよう、引き続き取り組んでいきたいと思います。

⑤「情報機器の活用」の項目について、児童、保護者ともに、昨年とほぼ同じ数値で、肯定的な回答が児童が94％、保護者が79％となりまし

　た。授業の中で、情報機器を活用した学習に積極的に取り組んできました。家庭学習でも情報機器を活用する機会が増えてきています。これ

　からも、情報モラルを含めた正しい使い方も学びながら、児童の情報活用能力を身につけられるようにしていきたいと思います。

⑥「認めてくれる」の項目について、児童、保護者ともに昨年よりも肯定的な回答が増えています。児童が86％→91％、保護者が91％→92％

　と、どちらも高い評価になっています。特に、児童の肯定的な回答が大きく増えました。保護者の肯定的な回答が昨年を上回っていることか

　らも、お子さんのよさを言葉にして褒める機会が増えていることが要因の一つだと考えられます。教職員もよい場面をとらえ、声をかけて伸

　ばそうとしています。これからも、子ども一人一人の「よさ」や「がんばり」を教職員をはじめ、周りの大人が認める機会を多く作っていき

　たいと思います。

⑦「友達と仲よく」の項目は、昨年とほぼ同じで、肯定的な回答が児童が94％、保護者が97％と特に高い評価となりました。トラブルがあった

　とき、すぐに互いの話を聞き、双方が納得できるまで話ができたことがよかったと思われます。外国籍児童の場合は、通訳を交え、話を聞く

　ようにしました。互いの話を聞いたうえで、どうするとよかったのかなど次に生かせる方法を伝えたり、一緒に考えたりするなど、人とのか

　かわり方を学ぶ機会になっています。相手の気持ちを考えるなど、人とコミュニケーションをとるうえで大切なことを、児童に考えさせてい

　きたいと思います。

⑧「外遊び、運動」の項目は、児童が82％→78％、保護者が78％→75％となり、児童、保護者ともに肯定的な回答が80％を下回りました。今年

　度も、WBGTが高く、外遊びや体育ができない日が多くありました。室内で過ごすことが多くなり、外遊びや運動の機会が減っている状況が続

　いていると思われます。季節的に過ごしやすい時期は、多くの子が休み時間に外で遊んだり、体育の授業で体を動かす活動を意識して取り組

　んだりしています。運動と健康を結びつけた生涯学習の視点からも運動の大切さについて児童に考えさせていきたいです。

　※アンケートの回答を改善のよりどころとして、次年度の学校改善を図りたいと思います。

令和６年度　学校評価　よりよい学校づくりをめざして
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